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研究成果の概要 

今年度は研究を開始しました。最初は提案手法の素朴な実装を目指し、シンプルな LQR 問題

を実装しました。この実装を用いてアルゴリズムの効率についての仮説を検証する予定です。また、

3 月には機械学習のサマースクール MLSS2024 に参加し、モンテカルロ勾配推定に関するポスタ

ー発表を行い、この分野についての意見を集めました。研究代表者の研究機関の所属の変更もあ

り、まだ公開できる本格的な研究成果はありませんが、今後実装を完成させて、ロボット学習での大

規模な実験を目指しています。 

 


